
Special topics〈特集〉

い
、
改
善
策
を
見
出
す
。
例
え
ば
自

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
状
況
を
確

認
し
て
、
顧
客
が
あ
ま
り
見
て
い
な

い
、
ま
た
売
上
へ
の
貢
献
度
が
低
い

ペ
ー
ジ
を
作
ら
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
常
に
業
務
の
進
め
方
を
見
直
す
。

　

大お
お
み
な
み南
高
幸
人
事
総
務
課
長
は
月
１

回
、
全
社
員
と
面
談
す
る
。
業
務
内

容
に
限
ら
ず
、
日
常
生
活
で
の
悩
み

な
ど
様
々
な
話
題
で
１
人
15
～
30

分
、
社
員
と
個
別
に
話
を
す
る
。
社

内
の
人
間
関
係
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル

や
日
常
生
活
上
の
健
康
相
談
な
ど
内

容
は
多
岐
に
わ
た
る
。「
悩
み
が
深

刻
化
す
る
前
に
話
を
聞
く
こ
と
で
社

員
の
状
況
を
把
握
す
る
。
場
合
に

よ
っ
て
は
社
員
と
と
も
に
解
決
策
を

考
え
る
こ
と
も
大
事
だ
」。
大
南
課

長
の
明
る
い
人
柄
・
寄
り
添
う
姿
勢

が
社
員
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
家
族
の

よ
う
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
結
び
付
い

て
い
る
。

　
３
つ
の
基
準
で
社
員
を
育
て
る

　

同
社
は
社
員
に
求
め
る
３
つ
の
基

準
「
素
直
・
謙
虚
さ
」「
相
手
の
立

場
に
立
っ
て
考
え
る
」「
常
に
学
び

続
け
る
」
を
徹
底
し
て
周
知
す
る
。

朝
礼
時
の
伊
藤
社
長
の
ス
ピ
ー
チ
や

定
期
テ
ス
ト
を
通
じ
て
、
３
つ
の
基

準
の
社
員
へ
の
理
解
促
進
を
図
る
。

人
事
考
課
も
こ
れ
ら
を
も
と
に
行

い
、
そ
の
達
成
度
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
社
員
教
育
に
つ
な
げ
、
行
動

基
準
を
明
確
化
す
る
。
こ
の
よ
う
に

し
て
全
員
が
同
じ
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

し
て
い
る
た
め
、
社
員
は
迷
わ
ず
に

業
務
を
遂
行
で
き
る
。

　

ま
た
、
同
社
の
組
織
風
土
の
醸
成

に
欠
か
せ
な
い
の
が
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
行
事
。
全
社
員
が
集
う
懇
親
会
を

隔
月
で
開
催
し
た
り
、
登
山
や
マ
ラ

ソ
ン
大
会
に
参
加
し
た
り
、
仕
事
以

外
で
社
員
同
士
が
交
流
す
る
機
会
を

頻
繁
に
作
る
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良

さ
の
源
泉
が
こ
こ
に
あ
る
。

　

同
社
で
は
ヤ
ル
気
あ
る
社
員
が

パ
ー
ト
か
ら
正
社
員
に
変
わ
っ
た
例

も
あ
る
。
子
育
て
な
ど
家
庭
の
事
情

が
落
ち
着
い
た
時
期
に
正
社
員
に
登

用
し
た
。
一
か
ら
採
用
し
て
教
育
す

る
よ
り
、
ス
キ
ル
・
経
験
と
も
に
十

分
な
パ
ー
ト
社
員
を
正
社
員
化
す
る

方
が
同
社
と
し
て
も
合
理
的
。「
出

産
・
育
児
に
か
か
わ
る
社
員
は
今
後

増
え
る
。
安
心
し
て
職
場
に
復
帰
で

き
る
環
境
を
整
え
た
い
。
家
族
の
よ

う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ

る
職
場
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組

み
た
い
」
と
大
南
課
長
は
今
後
の
抱

負
を
語
っ
た
。

社
員
発
！
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

　

㈱
永
和
シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
福
井
市
問
屋
町
３-

１
１
１
、
平

鍋
健
児
社
長
）
は
主
に
金
融
・
医
療

関
連
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
構
築
を
行

う
。
社
員
数
は
２
１
６
名
で
東
京
・

沖
縄
に
も
拠
点
を
構
え
る
。

　

同
社
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

に
社
員
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
Ｗ

ｏ
Ｗ
←
３（
ワ
ウ
・
ア
ッ
プ
ス
リ
ー
）」

を
３
年
前
に
立
ち
上
げ
た
。「
Ｗ
ｏ

Ｗ
←
３
」
に
は
「
働
き
続
け
た
い
会

社
で
あ
る
た
め
に
働
き
方
（
Ｗ
ｏ
Ｗ

＝
Ｗ
ａ
ｙ
ｓ　
ｏ
ｆ　
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｉ

ｎ
ｇ
）
の
多
様
性
や
職
場
の
環
境
向

上
に
資
す
る
３
つ
の
施
策
を
実
現
す

る
」
と
い
う
目
標
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
川
西
真
紀
さ
ん
（
リ
ー
ダ
ー
）、

中
垣
内
勇
祐
さ
ん（
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）

を
は
じ
め
７
部
署
か
ら
10
名
が
部
局

横
断
で
参
画
。
性
別
・
既
婚
未
婚
な

ど
様
々
な
属
性
の
社
員
が
毎
月
会
議

を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
活

多
様
な
働
き
方
で

人
材
を
活
か
す

㈱ドラフト　
人事総務課長

大南高幸　氏

和気あいあいとした社内懇親会
（左端は伊藤社長）

毎朝の朝礼では、伊藤社長自らが
スピーチを行う

Special topics〈特集〉

企
業
の
活
力
は
い
き
い
き
働
く
社
員
か
ら
！

〜 

中
小
企
業
の
人
材
定
着
シ
リ
ー
ズ
②
「
企
業
実
践
編
」 

〜

　

福
井
県
の
有
効
求
人
倍
率
は
２
・

11
倍（
平
成
29
年
７
月
）で
全
国
ト
ッ

プ
（
全
国
平
均
１
・
52
倍
）。
企
業

が
新
た
に
人
材
を
採
用
す
る
に
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
実
際
、
当
所
が

６
月
に
実
施
し
た
「
企
業
の
人
材
定

着
に
関
す
る
調
査
」
で
は
「
人
材
が

不
足
し
て
い
る
」
と
答
え
た
企
業
は

64
・
５
％
。
実
に
３
社
に
２
社
が
人

材
不
足
に
陥
っ
て
い
る
（
調
査
結
果

の
詳
細
は
「
会
報
８
月
号
」「
福
井

商
工
会
議
所
Ｈ
Ｐ
」
参
照
）。

　
「
新
た
な
事
業
計
画
を
人
材
不
足

で
実
行
で
き
な
い
」「
人
材
が
い
な

い
た
め
店
の
営
業
時
間
を
短
く
し

た
」
な
ど
、
人
材
が
経
営
の
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
状
況
下
で
も
積
極
的
に
人
材

定
着
を
進
め
る
中
小
企
業
も
存
在
す

る
。
今
回
は
こ
う
し
た
企
業
の
事
例

を
紹
介
し
、
今
後
の
人
材
定
着
の
ポ

イ
ン
ト
を
探
る
。

社
員
に
寄
り
添
い
、
社
員
と
考
え
る

　

㈱
ド
ラ
フ
ト
（
あ
わ
ら
市
清
王

18-

10
、
伊
藤
佑
樹
社
長
）
は
メ
ン

ズ
カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
を
営
む
。
オ
シ
ャ
レ
に

関
す
る
顧
客
の
相
談
に
対
応
し
た

り
、
ト
レ
ン
ド
や
着
こ
な
し
方
に
関

す
る
独
自
情
報
を
発
信
す
る
な
ど
、

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
顧
客
と
の
つ
な
が

り
作
り
が
事
業
の
特
徴
で
あ
る
。

　

同
社
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
バ
イ

ヤ
ー
な
ど
社
員
数
は
32
名
、
平
均
年

齢
30
才
と
若
い
社
員
が
多
い
。
ネ
ッ

ト
通
販
と
い
う
業
種
が
ら
社
員
が
多

け
れ
ば
売
上
が
上
が
る
わ
け
で
は
な

く
、
少
数
精
鋭
で
の
事
業
運
営
を

モ
ッ
ト
ー
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
多

忙
な
時
期
は
部
署
の
枠
を
超
え
て
互

い
の
仕
事
を
手
伝
い
合
う
。
ま
た
、

受
注
が
増
え
て
も
増
員
や
長
時
間
労

働
で
の
対
応
は
し
な
い
。
業
務
量
が

増
え
た
原
因
を
分
析
し
て
、
そ
れ
を

も
と
に
社
員
同
士
が
頻
繁
に
話
し
合

我
ら

﹁
ド
ラ
フ
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
﹂！
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ト
ラ
ッ
ク
で
数
回
に
分
け
て
ピ
ス
ト

ン
輸
送
す
る
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
た

く
さ
ん
の
荷
物
を
積
み
下
ろ
す
作
業

は
非
常
に
重
労
働
。
ト
ラ
ッ
ク
を
小

型
化
す
る
と
輸
送
効
率
・
採
算
コ
ス

ト
面
は
若
干
悪
く
な
る
も
の
の
、
社

員
の
作
業
負
担
は
減
る
。
加
藤
千か
づ
や八

総
務
部
長
は
「
こ
れ
ま
で
20
～
40
代

が
社
員
の
年
齢
層
の
中
心
で
あ
っ
た

が
、
最
近
で
は
作
業
負
担
が
減
る
こ

と
で
50
代
の
社
員
で
も
職
場
に
定
着

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
成
果
を

実
感
し
て
い
る
。

社
員
の
立
場
に
立
っ
た
組
織
整
備

　

同
社
は
正
社
員
採
用
の
前
に
有
期

契
約
で
の
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
期
間
を

設
け
て
い
る
。
３
か
月
の
ト
ラ
イ
ア

ル
期
間
経
過
後
、
正
社
員
へ
転
換
す

る
。
求
職
者
の
中
に
は
体
力
的
に
不

安
が
あ
る
た
め
、
同
社
の
よ
う
な
運

送
業
へ
の
就
職
を
避
け
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
。
ま
た
、
入
社
し
た
も
の
の
体

力
的
に
続
か
ず
、
退
職
す
る
こ
と
も

多
い
。
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
の
目
的
は

こ
う
し
た
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
防
止

で
あ
る
。
求
職
者
に
と
っ
て
も
こ
の

仕
事
を
長
く
続
け
ら
れ
る
か
見
極
め

る
良
い
機
会
と
な
る
。
体
力
面
で
の

懸
念
を
払
拭
す
る
だ
け
で
な
く
、
同

社
の
雰
囲
気
を
知
る
の
に
も
役
立

つ
。「
社
風
は
社
員
が
長
く
仕
事
を

続
け
る
最
も
大
事
な
要
素
。
我
々
を

よ
く
知
っ
た
上
で
仲
間
に
な
っ
て
欲

し
い
」
と
加
藤
部
長
は
期
待
を
膨
ら

ま
せ
た
。

　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
な
ど
給
与
面
で
の

待
遇
向
上
に
も
同
社
は
力
を
入
れ

る
。荷
主
と
運
賃
見
直
し
を
交
渉
し
、

人
件
費
分
も
加
味
し
た
適
正
価
格
で

の
契
約
を
粘
り
強
く
依
頼
す
る
。
こ

の
結
果
を
社
員
に
給
与
と
し
て
還
元

す
る
。
ま
た
、
教
育
面
で
も
社
員
の

準
中
型
・
大
型
免
許
や
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
免
許
な
ど
の
取
得
を
支
援
し
て

い
る
。
免
許
取
得
費
用
は
同
社
が
全

額
負
担
。
免
許
取
得
後
の
給
料
ア
ッ

プ
を
目
的
に
、
特
に
若
手
社
員
が
こ

の
制
度
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
は
同
社
の
離
職

防
止
に
も
つ
な
が
っ
た
。
今
後
も
待

遇
向
上
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
を
通

じ
て
、
社
員
が
仕
事
に
や
り
が
い

を
感
じ
る
よ
う
に
後
押
し
を
す
る
。

「
我
々
は
モ
ノ
を
製
造
・
販
売
す
る

わ
け
で
な
く
、
物
流
と
い
う
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
企
業
。
サ
ー
ビ
ス
提

供
す
る
社
員
の
ヤ
ル
気
向
上
こ
そ
が

人
材
定
着
の
ポ
イ
ン
ト
だ
」
と
加
藤

部
長
は
熱
意
を
込
め
語
っ
た
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
人
材
の

採
用
・
定
着
は
企
業
の
成
長
の
鍵

だ
。
今
回
の
取
材
先
を
見
る
と
、
若

い
社
員
が
多
い
企
業
は
社
員
に
寄
り

添
い
、
女
性
が
多
い
職
場
で
は
育
児

や
介
護
へ
の
環
境
を
整
備
し
、
ま
た

肉
体
的
な
負
担
が
多
い
企
業
で
は
作

業
や
待
遇
改
善
を
行
っ
て
い
る
。
各

社
そ
れ
ぞ
れ
取
組
み
内
容
は
違
え
ど

も
、
共
通
し
て
い
る
の
は
「
社
員
が

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
」
だ
。
社

員
が
抱
え
る
家
庭
の
事
情
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
す
る
中
、
企
業

は
そ
れ
ら
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
企
業
が
「
働
き
や
す
い

環
境
」
を
作
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
。
制
度
設
計
の
み
な
ら
ず
、利
用
・

定
着
に
向
け
た
社
内
の
雰
囲
気
づ
く

り
に
至
る
ま
で
取
組
み
は
多
岐
に
わ

た
る
。人
材
確
保
が
厳
し
い
今
こ
そ
、

企
業
は
こ
れ
を
自
社
改
革
の
好
機
と

と
ら
え
て
、
社
員
が
い
き
い
き
働
く

環
境
を
作
る
べ
き
だ
。

人
材
採
用
・
定
着
を

自
社
改
革
の
原
動
力
に
！

台東運輸㈱
取締役総務部長

加藤千八　氏

作業負担が減った
小型トラックへの積み込み

社員とコミュニケーションを
密にする加藤総務部長
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発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。「
日
常

業
務
で
は
関
わ
る
こ
と
の
少
な
い
他

部
署
の
社
員
と
意
見
を
出
し
合
い
、

一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
が
貴
重
な
経

験
と
な
り
、
忙
し
い
中
で
も
自
発
的

に
楽
し
く
取
組
め
た
」
と
話
す
川
西

リ
ー
ダ
ー
の
笑
顔
に
は
達
成
感
が
伺

え
た
。

働
き
や
す
さ
向
上
で
組
織
が
輝
く

　
「
Ｗ
ｏ
Ｗ
←
３
」
の
発
案
で
実
現

さ
れ
た
制
度
の
１
つ
が
「
時
差
出
勤

制
度
」。
子
供
の
保
育
園
へ
の
送
迎

や
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
回
避
な
ど
、
自

ら
の
生
活
に
合
わ
せ
て
、
７
時
～
11

時
の
間
で
出
社
時
刻
を
決
め
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
と

合
わ
せ
て
施
行
し
た
「
半
日
有
給
休

暇
の
利
便
性
向
上
」
も
高
い
効
果
を

示
し
た
。
半
日
有
休
は
午
前
、
午
後

の
よ
う
に
勤
務
時
間
の
最
初
か
最
後

に
し
か
と
れ
な
い
場
合
が
多
い
。
し

か
し
、
こ
の
制
度
で
は
勤
務
時
間
８

時
間
の
う
ち
任
意
の
時
間
帯
で
４
時

間
取
得
可
能
と
な
っ
た
。例
え
ば「
始

業
時
間
か
ら
２
時
間
就
業
→
４
時
間

休
み
→
そ
の
後
２
時
間
就
業
」
と

い
う
よ
う
に
子
供
の
学
校
行
事
や
通

院
、
親
の
介
護
な
ど
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
制
度
以
外
に
も

東
日
本
大
震
災
の
際
、
東
京
支
社
の

社
員
が
会
社
に
通
勤
で
き
ず
に
業
務

が
滞
っ
た
経
験
を
活
か
し
て
「
在
宅

勤
務
制
度
」
も
施
行
し
た
。
社
員
は

１
週
間
の
う
ち
２
日
間
、
月
８
日
間

を
自
宅
で
勤
務
で
き
る
。
全
社
員
の

４
分
の
１
が
同
制
度
を
利
用
し
た
実

績
を
持
ち
、
子
供
の
発
熱
や
悪
天
候

に
よ
る
交
通
マ
ヒ
な
ど
急
な
ト
ラ
ブ

ル
で
も
業
務
を
継
続
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
３

年
間
で
残
業
時
間
は
減
少
。
ま
た
、

育
児
や
介
護
な
ど
家
庭
の
都
合
に
合

わ
せ
て
効
率
よ
く
働
く
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
社
員
が
よ
り
集
中
し
て
仕

事
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
組

織
と
し
て
も
生
産
性
が
向
上
し
、
業

績
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　

同
社
の
女
性
社
員
の
産
前
産

後
・
育
児
休
業
後
の
復
職
率
は

１
０
０
％
。「
仕
事
と
生
活
の
両
立

を
後
押
し
す
る
風
土
が
あ
る
の
で
、

後
ろ
め
た
い
気
持
ち
な
く
休
暇
・
時

間
短
縮
を
活
用
で
き
る
」
と
女
性
社

員
か
ら
の
声
も
聞
か
れ
る
。
採
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
い
き
い
き
働
く

社
員
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
働
き
方
の
多
様
性
に
関

心
を
持
ち
、
同
社
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
学
生
も
増
え
、
人
材
確
保
に
も

良
い
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

作
業
負
担
の
軽
減
で
人
材
定
着

　

台
東
運
輸
㈱
（
福
井
市
上
中
25-

８-

１
、
加
藤
清
孝
社
長
）
は
社
員

数
65
名
、
運
送
業
を
営
む
。
主
に
建

築
資
材
（
石
膏
ボ
ー
ド
、
軽
量
鉄
骨

材
な
ど
）
を
扱
い
、
金
沢
・
富
山
に

も
営
業
所
を
構
え
る
。
建
築
資
材
と

い
う
重
量
物
の
運
送
は
身
体
的
負
担

が
か
か
る
た
め
、
な
か
な
か
人
材
が

定
着
し
な
か
っ
た
。
売
り
手
市
場
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、３
Ｋ
（
き
つ
い
、

汚
い
、
危
険
）
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
、

人
材
募
集
を
し
て
も
応
募
が
少
な

か
っ
た
。
北
陸
新
幹
線
開
業
に
向
け

て
建
築
需
要
が
高
ま
り
、
あ
わ
せ
て

物
流
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
、

そ
れ
に
対
応
す
る
人
員
が
不
足
し
て

い
た
。
そ
こ
で
、人
材
採
用
や
定
着
・

教
育
に
取
り
組
ん
だ
。

　

人
材
定
着
の
取
組
み
と
し
て
、
同

社
は
ト
ラ
ッ
ク
の
小
型
化
を
進
め
、

過
剰
な
積
み
荷
を
避
け
て
作
業
負
担

を
軽
く
し
た
。
今
ま
で
大
型
ト
ラ
ッ

ク
１
台
で
運
ん
で
い
た
荷
物
を
小
型

待
遇
向
上
で

社
員
の
ヤ
ル
気
ア
ッ
プ

㈱永和システムマネジメント　「Ｗｏ
Ｗ↑３」メンバー
左から西川奏　氏、川西真紀　氏、　
中垣内勇祐　氏

採用専門ＨＰで
社員のライフスタイルを紹介

アイデアを出し合う「ＷｏＷ
↑ 3」ワーキンググループ


